
 

 

 

 

 
 
 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自分に自信をもち、たくまし

く生きぬく児童生徒の育成」と定め、学力保障と

気持ちをコントロールする力を中心に、児童心理

治療施設「愛育学園はばたき」と連携しながら、

「教育」の領域から「総合環境療法」の一翼を担

う学校づくりを行っています。 

それぞれの子どものアセスメントに基づいた合

理的配慮の視点から様々な手だてを講じていま

す。特に今年度は個々に応じた ICT の活用を取り

入れ、全職員が提案授業を行い、意欲的に学ぶ子

ども達の育成に効果を上げています。 

授業から学ぶ 
子ども達の苦手なことについての分析が行われている

ので、その点を補うためにタブレットや大型モニタの効

果的に使っています。 

また、子ども達自身が、ワークシートとタブレットを

選ぶような自己決定ができており、主体的に学ぶための

個別最適学習だと感じました。 

子どもが１人の授業においても、一方的に教えこむこ

となく、子どもの発言から課題をつくり深い学びへつな

げる対話は見事でした。 

そのような、安心安全な空間から、子ども達が助け合

う場も多くみることができました。全てはアセスメント

から始まる。そのようなことを学びました。 
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